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概要 

 ＸＲＤによる方位に関して、従来は方位密度の大小を扱っていたがこの方法は定量的でない事が 

   以下の資料で知られている。 

 

 

 

定量的に扱う場合、各種ＯＤＦソフトウエアによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（体積分率）として 

サポートされている。 

手法は方位の広がりを関数のＦｉｔｔｉｎｇで計算が行われる。 

一方、ＥＢＳＤでは方位の定量として、面積分率が採用されている。方位許容差内の結晶粒子面積の積算から 

計算される。 

この方法はＬａｂｏＴｅｘのＩｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄｓと似ている手法である。 

 

本資料では、 

ＬａｂｏＴｅｘの 

Ｍｏｄｅｌ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄ 

 Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｓｄｓ 

に関して、評価してみます。 

 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める際、ＤａｔａＢａｓｅに登録されている方位から 

 可能性高い方位が自動的に選択されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定データ 

 アルミニウムＨ材 

 

 

バックグランド除去＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

ODFF解析時の Rp％と dRp% 測定時や補正のエラーが含まれる 

 

入力極点図と再計算極点図から defocus に関するエラーの確認 

 

      大きなエラーは含まれていない 

 

 

 

     random成分は含まれていない。 

 

 

 

 



VolumeFraction計算 

 

 

｛１３９｝＜０－３１＞を追加すると他成分に影響を与える 

 

 



しかし、Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄｓでは方位の追加でも他成分比に大きな影響はありません。 

Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｄｓでは、FWHMではなく、幅の指定である。 

 

 



まとめ 

  

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める際、 

 ＭｏｄｅｌＦｕｎｃｔｉｏｎｓ Ｍｅｔｈｏｄより 

 Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ Ｍｅｔｈｏｓｄｓが安定した結果が得られる。 

 ModelFunctionsMethodでは、ｏｔｈｅｒを少なくする傾向がある。 

 

  

  


